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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期
第１四半期
連結累計期間

第106期
第１四半期
連結累計期間

第105期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高（百万円） 140,939 136,586 584,856

経常利益（百万円） 4,009 2,146 12,668

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益（百万円）

3,105 1,361 9,196

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
5,320 3,644 12,756

純資産額（百万円） 67,715 76,086 73,896

総資産額（百万円） 389,142 404,980 395,092

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 350.75 154.75 1,042.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益（円）

－ － －

自己資本比率（％） 17.1 18.4 18.3
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．当社は第105期第２四半期連結会計期間より「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入しており、当該信託が保有する当

社株式を自己株式として処理しております。これに伴い、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式は、１株当

たり四半期（当期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年６月30日）における世界経済は、欧米各国のインフレ率の

高止まりによる政策金利引き上げ等の影響がありながらも、米国の良好な雇用環境に支えられるなどして、底堅く

推移しました。我が国経済は、半導体需要の落ち込み等がありながらも、大手製造業を中心とした業況の改善によ

る設備投資の増加、新型コロナウィルス感染症の行動制限の大幅緩和による経済活動の正常化などにより緩やかに

持ち直しています。

このような環境の下、当社グループの第１四半期連結累計期間における売上高は136,586百万円（前年同四半期比

3.1％減）、営業利益は2,507百万円（同27.1％減）、経常利益は2,146百万円（同46.5％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は1,361百万円（同56.1％減）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 
①　鉄鋼

鋼板製品・特殊鋼製品の取扱量については、造船・建築分野での需要が堅調に推移したものの、自動車関連向け

は半導体不足等が続く中で生産台数の回復が進まず減少しました。鋼材価格が上昇したことにより増収となりまし

たが、海外子会社の金融収支悪化等により減益となりました。

この結果、売上高は58,513百万円（前年同四半期比8.2％増）となり、セグメント利益は987百万円（同41.2％

減）となりました。

 
②　鉄鋼原料

神戸製鋼所向け主原料や冷鉄源の取扱量が減少し、原料価格も下落しましたが、金融収支の改善及び、その他諸

原料の取扱増により減収増益となりました。

この結果、売上高は15,764百万円（前年同四半期比9.2％減）となり、セグメント利益は351百万円（同7.3％増）

となりました。

 
　③　非鉄金属

自動車・液晶向けアルミ板、自動車端子向け銅板条、空調向け銅管の取扱量が減少、また中国子会社による現地

自動車向けアルミ板の販売が減少した為、減収減益となりました。

この結果、売上高は41,785百万円（前年同四半期比15.2％減）となり、セグメント利益は270百万円（同76.4％

減）となりました。

 
④　機械・情報

電池関連材料、半導体製造装置の取扱量が増加も、回転機や製鉄所等プラント向け機械の取扱量が減少したこと

により売上高はほぼ横ばいとなりましたが、海外子会社の業績好調等により増益となりました。

この結果、売上高は13,492百万円（前年同四半期比1.0％減）となり、セグメント利益は417百万円（同32.5％

増）となりました。

 
⑤　溶材

国内の造船・建築向けの取扱量が堅調に推移し、溶接材料価格も上昇しましたが、海外子会社での取扱量が減少

したことにより増収減益となりました。

この結果、売上高は6,946百万円（前年同四半期比6.4％増）となり、セグメント利益は118百万円（同13.7％減）

となりました。
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（２）財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は404,980百万円となり、前連結会計年度末比9,888百万円の増加と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金と電子記録債権の増加によるものです。

 
（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は328,893百万円となり、前連結会計年度末比7,698百万円の増加

となりました。これは主に、電子記録債務と短期借入金の増加によるものです。

 
（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は76,086百万円となり、前連結会計年度末比2,190百万円の増加とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上とその他有価証券評価差額金の増加によるもの

です。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000
 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,860,562 8,860,562
東京証券取引所
（プライム市場）

単元株式数100株

計 8,860,562 8,860,562 － －
 

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年６月30日 － 8,860 － 5,650 － 2,703
 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－

「（１）株式の総数等②発行済
株式」に記載のとおり普通株式 5,000

（相互保有株式）
－ 同上

普通株式 2,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,838,500 88,385 同上

単元未満株式 普通株式 14,562 － 同上

発行済株式総数  8,860,562 － －

総株主の議決権 － 88,385 －
 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄には、役員報酬ＢＩＰ信託所有の当社株式が、52,722株（議決権の数527

個）含まれております。

３．単元未満株式には、当社所有の自己株式71株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

神鋼商事㈱ 大阪市中央区北浜２丁目６－18 5,000 - 5,000 0.06

（相互保有株式）      

大阪精工㈱ 東大阪市中石切町５丁目７－59 2,000 - 2,000 0.02

日本スタッド
ウェルディング㈱

川崎市川崎区小田１丁目２－６ 500 - 500 0.01

計 － 7,500 - 7,500 0.09
 

（注）役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式は、上記自己株式には含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,801 9,854

  受取手形及び売掛金 193,903 195,931

  電子記録債権 16,813 20,680

  商品及び製品 77,080 79,770

  仕掛品 70 66

  原材料及び貯蔵品 1,317 1,711

  前払金 31,373 34,807

  その他 11,053 9,258

  貸倒引当金 △947 △973

  流動資産合計 343,466 351,106

 固定資産   

  有形固定資産 8,547 8,630

  無形固定資産 1,577 1,524

  投資その他の資産   

   投資有価証券 33,915 35,992

   出資金 1,886 2,021

   長期貸付金 1,839 1,957

   退職給付に係る資産 6 6

   繰延税金資産 1,986 1,904

   その他 6,026 6,016

   貸倒引当金 △4,160 △4,180

   投資その他の資産合計 41,500 43,718

  固定資産合計 51,625 53,873

 資産合計 395,092 404,980

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 174,612 164,010

  電子記録債務 14,711 15,984

  短期借入金 45,552 56,722

  未払法人税等 2,073 644

  契約負債 8,292 10,771

  賞与引当金 1,449 872

  預り金 28,391 34,151

  その他 22,800 21,528

  流動負債合計 297,884 304,687

 固定負債   

  長期借入金 18,011 18,026

  預り保証金 1,701 1,740

  繰延税金負債 2,295 3,137

  役員株式給付引当金 28 37

  役員退職慰労引当金 12 12

  退職給付に係る負債 692 711

  債務保証損失引当金 120 130

  その他 448 409

  固定負債合計 23,311 24,206

 負債合計 321,195 328,893
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,650 5,650

  資本剰余金 2,608 2,608

  利益剰余金 57,069 56,969

  自己株式 △243 △242

  株主資本合計 65,084 64,985

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,561 6,168

  繰延ヘッジ損益 34 236

  為替換算調整勘定 2,787 3,262

  その他の包括利益累計額合計 7,384 9,667

 非支配株主持分 1,428 1,434

 純資産合計 73,896 76,086

負債純資産合計 395,092 404,980
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 140,939 136,586

売上原価 131,388 127,751

売上総利益 9,551 8,835

販売費及び一般管理費 6,113 6,328

営業利益 3,437 2,507

営業外収益   

 受取利息 43 42

 受取配当金 374 456

 為替差益 256 288

 持分法による投資利益 538 27

 雑収入 139 95

 営業外収益合計 1,353 911

営業外費用   

 支払利息 206 448

 売掛債権譲渡損 233 145

 デリバティブ評価損 319 641

 雑損失 21 36

 営業外費用合計 781 1,271

経常利益 4,009 2,146

特別利益   

 固定資産売却益 411 -

 投資有価証券売却益 115 123

 特別利益合計 527 123

税金等調整前四半期純利益 4,536 2,269

法人税、住民税及び事業税 480 704

法人税等調整額 655 221

法人税等合計 1,136 925

四半期純利益 3,400 1,343

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

295 △17

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,105 1,361
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 3,400 1,343

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △142 1,603

 繰延ヘッジ損益 438 201

 為替換算調整勘定 1,345 400

 持分法適用会社に対する持分相当額 278 94

 その他の包括利益合計 1,919 2,300

四半期包括利益 5,320 3,644

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 5,007 3,644

 非支配株主に係る四半期包括利益 313 △0
 

EDINET提出書類

神鋼商事株式会社(E02522)

四半期報告書

11/22



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用の算定方法について、当社は原則的な方法によっております。一部の関係会社においては、当第１四

半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税

率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっ

ております。

 
（追加情報）

役員報酬ＢＩＰ信託制度について

当社は、取締役及び執行役員（社外取締役及び国内非居住者を除く。以下「取締役等」という。）を対象に、

当社の中長期的な業績向上と企業価値の最大化への貢献意欲を高めることを目指して、「役員報酬ＢＩＰ信託」

制度を2022年８月より導入しております。なお、2022年６月24日開催の第104回定時株主総会にて、本制度の導入

を決議しております。

 
（１）制度の概要

取締役等のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社が当社株式の取得資金を拠出することにより信

託を設定します。当該信託は予め定める株式報酬規程に基づき当社取締役等に交付すると見込まれる数の当社株

式を、株式市場又は当社からの第三者割当により取得します。その後、当該信託は株式報酬規程に従い、一定の

受益者要件を満たす取締役等に対して、役位に応じて決定される株式数の当社株式及び売却代金に相当する金銭

を退任等による受益権確定日以降に交付及び給付します。

 
（２）信託に残存する自社の株式

役員報酬ＢＩＰ信託口が所有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において

221百万円、53千株であり、当第１四半期連結会計期間末において220百万円、52千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

Vina Washin Aluminum Co.,Ltd. 871百万円 Vina Washin Aluminum Co.,Ltd. 1,061百万円

Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 599百万円 Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 568百万円

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 317百万円 神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 305百万円

計 1,788百万円 計 1,935百万円
 

なお、再保証のある保証債務については、当社の負担額を記載しております。

 
２．受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権割引高

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻し義務 2,522百万円 2,016百万円

輸出割引手形 288百万円 283百万円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産にかかる償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
　　至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
　　至　2023年６月30日）

減価償却費 349百万円 368百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月19日
取締役会

普通株式 1,416 160.00 2022年３月31日 2022年６月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月18日
取締役会

普通株式 1,461 165.00 2023年３月31日 2023年６月６日 利益剰余金
 

（注）2023年５月18日取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する自社の株式に対する配当

金８百万円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 54,094 17,363 49,293 13,629 6,525 140,906 32 － 140,939

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － 0 － － 0 73 △73 －

計 54,094 17,363 49,294 13,629 6,525 140,906 106 △73 140,939

セグメント利益 1,680 327 1,146 315 137 3,607 402 － 4,009
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 85 － 136,586

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － － － － － 80 △80 －

計 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 166 △80 136,586

セグメント利益 987 351 270 417 118 2,146 0 － 2,146
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

当社グループの売上高は、主に顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを財又はサー

ビスの種類別、及び地域別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年６月30日）

（１）財又はサービスの種類別の内訳
（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

特殊鋼 32,310 － － － － 32,310 － 32,310

鋼板 13,422 － － － － 13,422 － 13,422

棒鋼 5,289 － － － － 5,289 － 5,289

チタン・ステンレス 839 － － － － 839 － 839

冷鉄源 － 11,235 － － － 11,235 － 11,235

合金鉄 － 2,690 － － － 2,690 － 2,690

石炭 － 1,619 － － － 1,619 － 1,619

銅製品 － － 16,546 － － 16,546 － 16,546

アルミ製品 － － 15,706 － － 15,706 － 15,706

非鉄原料 － － 16,099 － － 16,099 － 16,099

圧縮機 － － － 1,444 － 1,444 － 1,444

建設機械部品 － － － 2,378 － 2,378 － 2,378

産業機械 － － － 5,665 － 5,665 － 5,665

電子関連機材 － － － 1,412 － 1,412 － 1,412

溶接材料 － － － － 3,426 3,426 － 3,426

生産材料 － － － － 935 935 － 935

溶接関連機器 － － － － 1,929 1,929 － 1,929

その他 10,036 3,056 4,723 3,013 539 21,369 106 21,475

内部売上高等 △7,802 △1,239 △3,781 △284 △304 △13,413 △73 △13,486

顧客との契約から生じる収益 54,094 17,363 49,293 13,629 6,525 140,906 32 140,939

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 54,094 17,363 49,293 13,629 6,525 140,906 32 140,939
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

 
（２）地域別の内訳

（単位：百万円）

  
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

日本 30,770 10,965 35,354 9,701 3,567 90,358 0 90,359

 中国 9,190 3 10,761 1,944 999 22,899 32 22,932

 アジア 3,298 6,374 2,329 1,617 1,899 15,519 － 15,519

 北米 10,508 20 756 338 22 11,646 － 11,646

 その他 326 0 91 27 36 481 － 481

海外 23,324 6,397 13,939 3,927 2,958 50,547 32 50,579

顧客との契約から生じる収益 54,094 17,363 49,293 13,629 6,525 140,906 32 140,939

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 54,094 17,363 49,293 13,629 6,525 140,906 32 140,939
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。
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当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年６月30日）

（１）財又はサービスの種類別の内訳
（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

特殊鋼 37,313 － － － － 37,313 － 37,313

鋼板 14,187 － － － － 14,187 － 14,187

棒鋼 3,876 － － － － 3,876 － 3,876

チタン・ステンレス 1,117 － － － － 1,117 － 1,117

冷鉄源 － 9,039 － － － 9,039 － 9,039

合金鉄 － 2,715 － － － 2,715 － 2,715

石炭 － 5,358 － － － 5,358 － 5,358

銅製品 － － 16,129 － － 16,129 － 16,129

アルミ製品 － － 12,583 － － 12,583 － 12,583

非鉄原料 － － 11,456 － － 11,456 － 11,456

圧縮機 － － － 923 － 923 － 923

建設機械部品 － － － 2,879 － 2,879 － 2,879

産業機械 － － － 5,696 － 5,696 － 5,696

電子関連機材 － － － 2,592 － 2,592 － 2,592

溶接材料 － － － － 3,810 3,810 － 3,810

生産材料 － － － － 1,053 1,053 － 1,053

溶接関連機器 － － － － 1,766 1,766 － 1,766

その他 10,021 3,549 4,672 1,957 463 20,664 166 20,830

内部売上高等 △8,002 △4,899 △3,056 △556 △147 △16,662 △80 △16,743

顧客との契約から生じる収益 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 85 136,586

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 85 136,586
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

 
（２）地域別の内訳

（単位：百万円）

  
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

日本 36,835 9,682 33,361 9,254 4,178 93,312 － 93,312

 中国 2,375 1,844 4,667 748 807 10,442 85 10,528

 アジア 6,357 4,027 2,130 3,034 1,850 17,400 － 17,400

 北米 12,515 209 1,045 449 8 14,227 － 14,227

 その他 429 0 580 4 102 1,117 － 1,117

海外 21,677 6,081 8,423 4,237 2,767 43,188 85 43,273

顧客との契約から生じる収益 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 85 136,586

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 58,513 15,764 41,785 13,492 6,946 136,501 85 136,586
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
　　至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
　　至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 350円75銭 154円75銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 3,105 1,361

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

3,105 1,361

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,853 8,799
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２. 役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算に

おいて控除する自己株式に含めております（前第１四半期連結累計期間０株、当第１四半期連結累計期間52

千株）。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

（１）配当の状況

2023年５月18日開催の取締役会において、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　

（イ）配当金の総額………………………………………………1,461百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………………165円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………2023年６月６日

　

（注）2023年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月９日

神鋼商事株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 秋　山　 高　広  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藪　前　　弘  

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　田 　大　輔  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式

会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
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れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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